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施政方針

　
「
第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
」

４
年
目
と
な
る
本
年
は
、
将
来
都
市

像
と
し
て
掲
げ
る
「
子
ど
も
た
ち
の

夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち　
御
前

崎
」
の
実
現
に
向
け
て
、
加
速
度
的

に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度

の
中
間
目
標
を
見
据
え
、
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
市
税
に
若
干
の
増
収

は
期
待
で
き
る
も
の
の
、
地
方
交
付

税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
が
伸

び
ず
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
必
要
財

源
は
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
配

慮
し
な
が
ら
、
市
債
な
ど
の
特
定
目

的
基
金
を
活
用
し
確
保
し
ま
し
た
。

歳
出
も
可
能
な
限
り
事
業
の
効
率
化

を
図
り
、
予
算
編
成
方
針
に
掲
げ
た

五
つ
の
重
点
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。以
下
、

主
要
な
事
業
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

　「
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
」

▼
大
規
模
災
害
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
災
害
対
策
用
資
機
材
の
充
実
、

防
災
拠
点
倉
庫
の
供
用
開
始
に
伴
う

物
資
配
送
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

な
ど
、
防
災
能
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

子
ど
も
た
ち
の

OMAEZAKI 2



▼
市
民
の
命
を
守
る
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
」
や
「
家
具
転
倒
防
止
器

具
等
購
入
」
な
ど
の
補
助
金
制
度
を

継
続
し
つ
つ
、
避
難
路
や
施
設
の
整

備
、
防
災
備
蓄
品
の
配
備
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
や
支
援
、
原
子
力
災

害
に
係
る
広
域
避
難
計
画
の
具
体
化

な
ど
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
交
通
安
全
と
防
犯
対
策
も
、
関
係

機
関
、
団
体
と
連
携
し
、
普
及
高
揚

を
図
り
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
消
防
本
部
は
、
増
加
す
る
救
急
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
救
急
資
機
材

の
充
実
や
救
急
救
命
士
の
資
格
者
を

育
成
し
ま
す
。
白
羽
出
張
所
も
本
年

度
か
ら
本
格
運
用
し
、
現
場
到
着
ま

で
の
所
要
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
対
策
と
し
て
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
を
一
般
家
庭
に
広

く
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
災
害
時
に
大
き
な
役
割
を
担
う
消

防
団
は
、
各
分
団
に
欠
員
が
生
じ
て

お
り
ま
す
。
活
動
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
、
長
期
継
続
可
能
な
体
制

構
築
に
向
け
、
迅
速
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

▼
道
路
整
備
事
業
は
、「
第
２
次
御

前
崎
市
道
路
整
備
計
画
」に
基
づ
き
、

順
次
整
備
を
進
め
ま
す
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
有
効
活
用
し
、

幹
線
道
路
で
避
難
路
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
東
町
東
海
岸
線
を
は
じ
め
、

池
新
田
地
区
と
高
松
地
区
を
結
ぶ
市

道
２
０
７
号
線
、
朝
比
奈
地
区
の
市

道
２
２
６
号
線
な
ど
の
整
備
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
道
路
維
持
事
業
は
、
利
用
者
の
安

全
確
保
と
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
を
行

い
、
計
画
的
な
維
持
・
修
繕
と
橋
梁

の
耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

▼
河
川
整
備
事
業
は
、
集
中
豪
雨
や

台
風
に
備
え
、
計
画
的
に
各
地
区
の

河
川
・
水
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
河
川
維
持
事
業
も
、
河
川
・
水
路

の
維
持
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
こ

と
で
、
災
害
発
生
時
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

▼「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
―
０
」事
業
で
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
善
を
推
進
す

る
と
と
も
に
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
」も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
空
き
家
対
策
と
し
て
、
適
切
に
管

理
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確

立
し
、
活
用
可
能
な
空
き
家
を
広
く

紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
公
園
管
理
事
業
・
住
宅
管
理
事
業

は
、
公
園
や
市
営
住
宅
が
安
全
で
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
適
正
に
維
持
管
理

し
、
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
卒
業

後
、
高
校
教
育
・
高
等
教
育
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
力
向
上
を
図

る
「
子
ど
も
学
習・生
活
支
援
事
業
」

に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
健
康

で
豊
か
な
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

▼
「
在
宅
ケ
ア
」
で
は
、
専
門
職
に

よ
る
連
携
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
御
前
崎
市
版
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト「
未
来
ノ
ー
ト
」の
普
及・

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
健
康
増
進
事
業
で
は
、
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
や
企
業
へ
の
健
康
出
前

講
座
を
行
い
、
生
活
習
慣
病
予
防
や

重
症
化
予
防
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
地
域
医
療
の
安
定
し
た
体
制
作
り

を
進
め
る
た
め
、「
診
療
所
等
開
設

資
金
支
援
事
業
」、「
医
療
機
器
整
備

支
援
事
業
」を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
医
療
を
担
う
医
師
・
看
護
師
な

ど
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
医
療

機
関
と
の
関
わ
り
方
、
健
康
維
持
・

増
進
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
「
御

前
崎
市
地
域
医
療
を
育
む
会
」
の
活

動
を
引
き
続
き
支
援
し
な
が
ら
、
と

も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

Shigeo Yanagisawa

を
実
施
し
、
経
費
削
減
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

の
初
年
度
と
し
て
、
ご
み
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、
循
環

型
社
会
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

▼
火
葬
場
整
備
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
慎
重
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る�

�

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

▼
移
住
定
住
促
進
事
業
で
は
、
従
来

の
定
住
促
進
や
結
婚
支
援
に
加
え

て
、
新
た
に
首
都
圏
か
ら
移
住
就
職

す
る
方
の
支
援
に
取
り
組
み
、
最
重

要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
と
顕
在
化

が
著
し
い
労
働
力
不
足
に
積
極
的
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
本
年
10
月
の
消
費
増
税
対
策
と
し

て
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
を
実
施
し
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の

消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と

と
も
に
、
消
費
の
喚
起
を
下
支
え
し

ま
す
。

▼
義
務
教
育
期
間
中
に
経
済
的
な
理

由
で
学
校
以
外
に
学
習
の
場
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
に
対
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
産
婦
健
康
診

査
や
産
後
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
る
こ
と
で
妊
娠
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
安
全・安
心
な
子
育
て
の
た
め
に
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
応
援
手

当
や
出
産
奨
励
金
の
支
給
、
子
ど
も

医
療
費
の
無
償
な
ど
引
き
続
き
、
子

育
て
家
庭
へ
の
市
独
自
の
経
済
的
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
近
年
の
猛
暑
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
、
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の

保
育
室
、
小
・
中
学
校
普
通
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

 「
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
の
推
進
」

▼
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
日
本
大
会
に
伴
い
、
本
市

が
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
と
な

り
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
と
ジ
ョ
ー

ジ
ア
を
受
け
入
れ
ま
す
。

▼
８
月
20
日
に
御
前
崎
港
へ
客
船

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
が
寄

港
し
ま
す
。
本
市
に
お
け
る
新
た
な

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
創
出
、
さ
ら
な

る
観
光
交
流
客
数
増
加
の
絶
好
の
機

会
と
し
て
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
御
前
埼
灯
台
周
辺
の
整
備
、
浜
岡

砂
丘
再
生
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎

の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
観
光
物

産
会
館
1
階
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
引
き
続
き
観
光

施
設
整
備
に
取
り
組
み
、
受
け
入
れ

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
市
内
企
業
に
対
し
て
、
継
続
操
業

お
よ
び
成
長
支
援
の
た
め
の
「
設
備

投
資
促
進
事
業
費
補
助
金
」
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。
市
外
企
業
に
対

し
て
は
、
電
源
地
域
と
し
て
の
優
位

性
や
御
前
崎
港
の
活
用
を
呼
び
掛
け

る
企
業
訪
問
、
情
報
提
供
を
積
極
的

に
行
い
、
本
市
へ
の
立
地
を
推
進
し

ま
す
。

▼
従
来
の
企
業
優
遇
制
度
、
創
業
支

援
、
雇
用
対
策
、
商
工
業
振
興
資
金

や
中
小
企
業
事
業
資
金
の
利
子
補
給

制
度
な
ど
も
継
続
し
、
既
存
企
業
の

経
営
を
支
援
す
る
な
ど
、
産
業
振
興

と
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

「
安
全
で
充
実
し
た�

�

　
　
　
　
　
　
教
育
環
境
の
整
備
」

▼
浜
岡
中
学
校
改
築
事
業
は
、
周
辺

住
民
に
配
慮
し
な
が
ら
解
体
工
事
に

着
手
し
、
設
計
業
務
と
改
築
工
事
を

２
カ
年
の
計
画
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
学
力
向
上
に
資
す
る
改
築
に
取

り
組
み
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、御
前
崎・浜
岡
両
給
食
セ
ン
タ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
と
と
も

に
、
社
会
人
の
受
け
入
れ
を
強
化
す

る
な
ど
、
成
果
の
拡
大
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
や
静

岡
大
学
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
と
の
連
携
を
強

化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
産
学
官
金
の
連
携
に
よ
り
昨
年
12

月
に
開
催
し
た
池
新
田
高
等
学
校
で

の
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
・
拡
充
さ

せ
る
な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

学
生
の
育
成
と
定
着
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

▼
本
市
特
産
の
お
茶
、
メ
ロ
ン
な
ど

の
農
産
物
、
遠
州
夢
咲
牛
を
は
じ
め

と
す
る
畜
産
物
、
御
前
崎
で
水
揚
げ

さ
れ
た
カ
ツ
オ
や
ク
エ
な
ど
新
鮮
な

水
産
物
を
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

認
定
し
ま
す
。
6
月
に
は
、
お
茶
や

メ
ロ
ン
な
ど
を
伊
勢
神
宮
の
内な

い
く
う宮
へ

奉
納
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
首
都
圏

を
は
じ
め
県
内
外
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
と
販

路
・
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

▼
水
産
業
は
、漁
港
の
水
産
物
冷
凍・

加
工
施
設
も
こ
の
春
に
完
成
し
、
今

ま
で
以
上
に
漁
港
機
能
の
利
便
性
向

上
と
水
産
業
の
活
性
化
が
期
待
で
き

ま
す
。
駿
河
湾
中
西
部
地
域
の
４
市

１
町
で
の
広
域
連
携
に
よ
る
、
地
域

水
産
物
等
を
活
用
し
た
産
業
活
性
化

の
支
援
事
業
も
継
続
し
、
近
隣
市
と

協
力
し
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

は
ね
む
の
木
学
園
跡
地
に
２
０
２
１

年
９
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
建
設

し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、本
年
度
は
設

計
業
務
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
小
学
校
も
、
児
童
が
安
全
で
快
適

な
環
境
で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
小
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
沿
っ
て
着
実
に
整
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
園
・
学
校
教
育
は
、「
ス
ク
ラ
ム

教
育
」
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

小
・
中
学
生
の
学
力
向
上
を
図
る
た

め
、
し
お
か
ぜ
先
生
や
学
校
図
書
館

司
書
の
配
置
、
市
独
自
の
学
力
調
査

な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
社
会
教
育
で
は
、
公
民
館
事
業
を

中
心
と
し
た
生
涯
学
習
の
支
援
と
各

種
学
習
講
座
の
一
元
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
文
化
協
会
、
振
興
公
社
、

体
育
協
会
な
ど
が
主
体
と
な
っ
た
、

文
化
芸
術
、
健
康
増
進
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

 「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」

▼
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

市
内
の
宿
泊
事
業
者
な
ど
と
の
連
携

に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
産
業

の
活
性
化
お
よ
び
市
の
Ｐ
Ｒ
に
成
果

を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
新
た
な
ス
ポ
ー

子どもたちの夢と希望があふれるまちへ総力を挙げて取り組む
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主な事業を紹介します

Business
平成 31年度
主要事業

本年度、市が実施する主要事業を五つの重点
施策の分野に分類し紹介します。

安全・安心な地域づくり

▶市道整備事業　４億9,274万円
　交通の利便性向上と安全確保のために、国の社会
資本整備総合交付金などを活用しながら、主要幹線
道路の整備に取り組みます。

▶河川整備事業　１億7,360万円
　近年多発する豪雨災害に対応できるまちづくりの
ために、河川の整備に取り組みます。

健康で安心して暮らせるまちづくりの推進

▶生活支援体制整備事業　517万8,000円
　健康長寿社会を目指し、地域包括ケアシステムを
支えるための組織づくり（第２層協議体）に取り組
みます。本年度は各地域で主体的な組織運営ができ
るよう講演会を企画します。

▶浜岡保育園民営化事業　５億6,505万円
　多様な保育ニーズに対応するため、浜岡保育園の
民営化に取り組みます。本年度は、園舎の建設費や
管理費などの開設準備費用を補助します。

▶子育て支援事業　１億40万円
　子育て家庭への支援として、未就学児１人当たり
月額5,000円の子育て応援手当を継続します。

豊かな自然を生かした観光の推進

▶御前埼灯台周辺整備事業　7,670万円
　御前埼灯台の周辺整備に取り組みます。本年度
は、灯台敷地に園路やトイレなどを整備します。

▶マリンパーク御前崎整備事業　2,500万円
　マリンパーク御前崎キャンプ場のリニューアルに
取り組みます。本年度は実施計画を立てます。

▶客船誘致事業　618万円
　港を活用したにぎわいのあるまちづくりを推進
し、観光交流客数の増加を図るため、御前崎港客船
誘致協議会を通じてさまざまな活動を実施します。
本年度は、８月に初寄港する客船「ぱしふぃっくび
いなす」の寄港イベントや港周辺のにぎわい施設な
どを検討します。

安全で充実した教育環境の整備

▶小学校及び幼稚園、認定こども園普通教室エアコ
　ン整備事業　1,622万円
　猛暑が起因する、園児や児童への健康被害対策と
して、市内全ての小学校と園の普通教室にエアコン
を設置します。リースによる整備で６月完了予定。

▶中学校整備事業　１億7,028万円
　安全で快適な教育環境を提供するため、浜岡中学
校を建て替えています。本年度は仮設校舎リース料
などの費用を計上しました。

▶学力向上推進事業　1,395万1,000円
　学びの場を充実させ、基礎学力の向上を図りま
す。本年度は、市独自の学力調査を小学校２年生か
ら５年生を対象に実施します。

シティプロモーションの推進

▶ラグビーワールドカップ公認チームキャンプ地運
　営事業　7,645万2,000円
　９月に開催されるラグビーワールドカップに出場
する２カ国の公認チームキャンプ地として、運営や
地域交流などを通じて機運醸成を図ります。

市道209号線改良舗装工事

▶スポーツ振興プロジェクト事業　1,957万5,000円
　国の地方創生交付金を活用して、新たなスポーツ
プランなどの商品開発や提供に努めます。本年度は
サイクリングプロジェクトの本格稼働やビジネス
ユースの拡大に積極的に取り組みます。

岩地川改修工事
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一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
１
億
２
千
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
浜
岡
保
育
園

民
営
化
事
業
な
ど
の
増
額
要
因
は

あ
っ
た
も
の
の
、
消
防
署
白
羽
出
張

所
な
ど
の
大
型
工
事
が
終
了
し
た
こ

と
が
要
因
で
す
。

歳
入
は
、景
気
が
回
復
傾
向

に
あ
る
こ
と
で
、市
税

の
若
干
の
増
収
が
期
待
で
き
る
も
の

の
、
国
か
ら
の
普
通
交
付
税
の
減
額

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

思
う
よ
う
に
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
足
す
る
財
源
は
市
債
（
国
な
ど
か

ら
の
借
り
入
れ
）
や
基
金
（
貯
金
）

の
取
り
崩
し
に
よ
り
措
置
し
ま
し

た
。
基
金
の
取
り
崩
し
は
、
下
グ
ラ

フ
の
繰
入
金
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

How to use of budget 2019 予算
予算の内訳

１
６
９
億
１
千
万
円

で
ま
ち
づ
く
り

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
に
、
市
は
計
画
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
伴
い
必
要
な
お
金
を
「
一
般
会
計
」
か
ら
支
出
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を
使
う
の
か
、

当
初
予
算
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

【
歳
入
】

▼
自
主
財
源
…
市
税
、
分
担
金
お
よ
び

負
担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
自

主
的
に
収
入
す
る
財
源

▼
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、

市
債
な
ど
自
主
財
源
以
外
の
財
源

▼
市
税
…
納
め
ら
れ
る
税
金

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
特
定
事
業
の
受

益
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
お
金

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
施
設
使
用
料
な
ど

▼
地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
が
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
国
が
地
方
公
共
団
体
の

一
般
財
源
と
し
て
配
分
す
る
お
金

▼
地
方
譲
与
税
…
市
道
の
面
積
な
ど
に

応
じ
て
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
お
金

▼
国
庫
・
県
支
出
金
…
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
支
給
さ
れ
る

お
金

▼
繰
入
金
…
各
種
基
金
の
取
り
崩
し
や

他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金

▼
市
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

【
歳
出
】

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど

▼
扶
助
費
…
高
齢
者
、
児
童
や
心
身
障

害
者
な
ど
に
対
す
る
援
助
金

▼
公
債
費
…
借
入
金
の
返
済
金

▼
物
件
費
…
事
業
や
管
理
の
委
託
料
、

備
品
購
入
な
ど
の
経
費

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の

修
繕
に
必
要
な
経
費

▼
補
助
費
等
…
団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
。
補
助

金
、
負
担
金
、
交
付
金
な
ど

▼
出
資
金
・
貸
与
金
…
関
係
す
る
各
種

団
体
へ
の
出
資
、
奨
学
生
な
ど
へ
の

貸
し
付
け

▼
積
立
金
…
財
源
変
動
に
備
え
て
積
み

立
て
る
経
費

▼
繰
出
金
…
一
般
、
特
別
会
計
、
基
金

と
の
間
で
相
互
に
資
金
運
用
す
る
た

め
の
経
費

▼
普
通
建
設
費
…
道
路
や
公
共
施
設

の
新
増
設
に
必
要
と
す
る
経
費
な
ど

▼
予
備
費
…
予
期
し
な
か
っ
た
支
出
に

対
応
す
る
た
め
の
資
金

▼
議
会
費
…
議
会
の
運
営
費

▼
総
務
費
…
市
政
全
体
の
管
理
費

▼
民
生
費
…
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童

福
祉
や
保
育
所
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
衛
生
費
…
各
種
検
診
や
予
防
接
種
、

ゴ
ミ
処
理
費
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
の
振
興

や
農
道
な
ど
の
整
備
費

▼
商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業

▼
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、
維

持
管
理
費

▼
消
防
費
…
消
防
・
水
防
・
災
害
対
策
費

▼
教
育
費
…
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
教

育
費
な
ど　
　

解

用
語

説

一
般
会
計
当
初
予
算
前
年
度
比

１
億
２
千
万
円
の
減

自主財源　107億 3,616 万円
依存財源　061億 7,384 万円

市税
75 億 2,066 万円

（44.5％）

分担金・負担金
１億 3,210 万円

（0.8％）

市債
10 億 1,430 万円

（6.0％）

県支出金
８億 9,243 万円

（5.3％）

国庫支出金
29 億 2,472 万円

（17.3％）

地方交付税
３億 1,300 万円

（1.9％）

譲与・交付金
10 億 2,940 万円

（6.1％）

その他
８億 6,122 万円

（5.1％）

繰入金
20 億 3,361 万円

（12.0％）

使用料・手数料
１億 8,856 万円

（1.1％）

169 億
1,000 万円

歳入
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歳
出
は
、
性
質
別
歳
出
グ

ラ
フ
か
ら
補
助
費
等

が
23
・
2
㌫
と
全
体
に
占
め
る
割
合

が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
補

助
費
等
に
は
公
営
企
業
（
病
院
、
上

下
水
道
事
業
）
へ
の
一
般
会
計
か
ら

の
支
出
が
入
っ
て
い
ま
す
。
公
営
企

業
へ
の
支
出
は
、
補
助
費
等
の
全
体

の
約
54
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
歳
出
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

民
生
費
が
23
・
1
㌫
と
全
体
に
占
め

る
割
合
が
一
番
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
民
生
費
に
は
、
社
会
保
障
費
や

保
育
園
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
が
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
浜

岡
保
育
園
を
運
営
す
る
予
定
の
団
体

へ
、
園
舎
建
設
費
用
な
ど
の
補
助
金

を
交
付
す
る
た
め
に
割
合
が
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

How to use of budget 2019

【
歳
入
】

▼
自
主
財
源
…
市
税
、
分
担
金
お
よ
び

負
担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
自

主
的
に
収
入
す
る
財
源

▼
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、

市
債
な
ど
自
主
財
源
以
外
の
財
源

▼
市
税
…
納
め
ら
れ
る
税
金

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
特
定
事
業
の
受

益
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
お
金

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
施
設
使
用
料
な
ど

▼
地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
が
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
国
が
地
方
公
共
団
体
の

一
般
財
源
と
し
て
配
分
す
る
お
金

▼
地
方
譲
与
税
…
市
道
の
面
積
な
ど
に

応
じ
て
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
お
金

▼
国
庫
・
県
支
出
金
…
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
支
給
さ
れ
る

お
金

▼
繰
入
金
…
各
種
基
金
の
取
り
崩
し
や

他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金

▼
市
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

【
歳
出
】

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど

▼
扶
助
費
…
高
齢
者
、
児
童
や
心
身
障

害
者
な
ど
に
対
す
る
援
助
金

▼
公
債
費
…
借
入
金
の
返
済
金

▼
物
件
費
…
事
業
や
管
理
の
委
託
料
、

備
品
購
入
な
ど
の
経
費

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の

修
繕
に
必
要
な
経
費

▼
補
助
費
等
…
団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
。
補
助

金
、
負
担
金
、
交
付
金
な
ど

▼
出
資
金
・
貸
与
金
…
関
係
す
る
各
種

団
体
へ
の
出
資
、
奨
学
生
な
ど
へ
の

貸
し
付
け

▼
積
立
金
…
財
源
変
動
に
備
え
て
積
み

立
て
る
経
費

▼
繰
出
金
…
一
般
、
特
別
会
計
、
基
金

と
の
間
で
相
互
に
資
金
運
用
す
る
た

め
の
経
費

▼
普
通
建
設
費
…
道
路
や
公
共
施
設

の
新
増
設
に
必
要
と
す
る
経
費
な
ど

▼
予
備
費
…
予
期
し
な
か
っ
た
支
出
に

対
応
す
る
た
め
の
資
金

▼
議
会
費
…
議
会
の
運
営
費

▼
総
務
費
…
市
政
全
体
の
管
理
費

▼
民
生
費
…
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童

福
祉
や
保
育
所
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
衛
生
費
…
各
種
検
診
や
予
防
接
種
、

ゴ
ミ
処
理
費
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
の
振
興

や
農
道
な
ど
の
整
備
費

▼
商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業

▼
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、
維

持
管
理
費

▼
消
防
費
…
消
防
・
水
防
・
災
害
対
策
費

▼
教
育
費
…
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
教

育
費
な
ど　
　

169 億
1,000 万円

歳出

歳出

歳出

目的別歳出グラフ

性質別歳出グラフ

人件費
29 億 3,291 万円

（17.3％）

扶助費
20 億 3,619 万円

（12.0％）

公債費
３億 381 万円

（1.8％）
物件費
34 億 3,816 万円

（20.3％）

維持補修費
１億 1,357 万円

（0.7％）

補助費等
39 億 2,837 万円

（23.2％）

積立金
2,400 万円

（0.1％）

出資金・貸付金
１億 1,558 万円

（0.7％）

繰出金
６億 8,605 万円

（4.1％）

普通建設費
33 億 135 万円

（19.5％）

予備費
3,000 万円

（0.2％）

災害復旧費
２万円

（0.0％）

予備費 3,000 万円（0.2％）

教育費 27 億 1,723 万円（16.1％）

消防費 ９億 758 万円（5.4％）

議会費 1 億 2,841 万円（0.8％）

総務費 19 億 7,971 万円（11.7％）

民生費 39 億 618 万円（23.1％）

衛生費 30 億 8,241 万円（18.2％）

労務費 755 万円（0.0％）

農林水産業費 ９億 3,911 万円（5.6％）

商工費 ６億 2,036 万円（3.7％）

土木費 22 億 8,765 万円（13.5％）

災害復旧費 2 万円（0.0％）
公債費 3 億 381 万円（1.8％）

特別会計別当初予算総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　※単位は万円
会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 412,000 393,600 4.7％
後期高齢者医療保険 32,920 33,330 ▲ 1.2％
介護保険 270,335 268,182 0.8％
農業集落排水事業 ー 31,510 皆減
下水道事業 ー 73,280 皆減
工業団地建設事業 2,706 6 45,000.0％
財産区計 10,845 10,567 2.6％

企業会計
病院事業 586,667 610,387 ▲ 3.9％
水道事業 139,697 126,114 10.8％
下水道事業 184,442 ー 皆増
総額 1,639,612 1,546,976 6.0％
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職員人事配置beginning budget

2019

総
務
部

部
長

増
田
正
行

経
営
戦
略
監
兼
企
画
政
策
課
長

石
垣
伸
博

総
務
課

課
長

大
澤
和
也

課
長
補
佐

松
下
伊
佐
央

係
長

髙
井
進
吾

係
長

山
﨑　
良

係
長

曽
根
美
里

係
長

大
瀧
秀
一

企
画
政
策
課

課
長
補
佐
兼
係
長

松
井
厚
樹

係
長

水
島
俊
文

協
働
推
進
室

室
長

大
須
賀　
亘

係
長

長
島
久
人

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

課
長

齊
藤　
誠

課
長
補
佐
兼
係
長

沖　
和
彦

係
長

鴨
川　
智

財
政
課

課
長

鈴
木
雅
美

課
長
補
佐
兼
係
長

山
本
明
人

係
長

高
木
義
丈

係
長

中
嶋
一
裕

係
長

戸
塚
真
二

税
務
課

課
長

髙
塚
高
寿

課
長
補
佐

岡
村　
亮

係
長

中
田　
匠

係
長

栗
山
俊
和

収
納
推
進
室

室
長

水
野
正
章

係
長

中
嶋
千
晴

危
機
管
理
部

部
長
兼
危
機
管
理
監

早
田
和
弘

危
機
管
理
課

課
長

澤
入
厚
志

課
長
補
佐

鈴
木
和
明

係
長

小
野
絢
也

係
長

水
野
功
太
郎

係
長
（
再
任
用
）
栗
林
清
和

市
民
生
活
部

部
長

水
野
直
寿

市
民
課

課
長

中
村
年
美

課
長
補
佐

鈴
木
優
子

課
長
補
佐

杉
山
め
ぐ
み

係
長

板
倉
真
由
美

係
長

松
下
育
子

係
長

鈴
木
紀
子

御
前
崎
支
所

支
所
長

半
田
友
美

環
境
課

課
長

清
水
正
明

課
長
補
佐

山
口
敏
徳

係
長

松
本
亜
泉

係
長

高
塚
俊
人

上
下
水
道
課

課
長

山
崎
雅
樹

課
長
補
佐

松
下
祐
司

係
長

増
田
干
城

係
長

栗
林
正
和

係
長

石
川
由
樹

健
康
福
祉
部

部
長

大
倉
勝
美

専
門
監

澤
部
三
千
代

福
祉
課

課
長

丸
尾
茂
広

課
長
補
佐
兼
係
長

市
川
幸
治

係
長

植
田
雅
人

係
長

山
下
昌
秀

係�

長
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
）

松
下
輝
彦

こ
ど
も
未
来
課

課
長

水
野
弘
之

課
長
補
佐
兼
係
長

阿
形
元
輝

係
長

池
田
宏
子

係
長

増
田
千
晴

係
長

山
本
真
由
子

調
整
官（
再
任
用
）
小
川
佳
孝

高
齢
者
支
援
課

課
長

齊
藤
芳
樹

課
長
補
佐
兼
係
長

榑
林
浩
史

係
長

片
渕
孝
通

係
長

栗
林
義
樹

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐

鈴
木
則
子

係
長

堀
田
篤
子

健
康
づ
く
り
課

課
長

阿
形
正
巳

課
長
補
佐
兼
係
長

月
永
真
樹

係
長

長
尾　
英

係
長

上
田
絵
美

建
設
経
済
部

部
長

山
本
正
典

専
門
監

土
井
豊
照

建
設
課

課
長

山
﨑　
優

課
長
補
佐

奥
柿
敏
之

係
長

鈴
木
志
麻
子

係
長

松
下　
誠

都
市
政
策
課

課
長

鈴
木
弘
康

課
長
補
佐
兼
係
長

石
川
勝
俊

係
長

丸
尾
貴
信

管
理
課

課
長

丸
尾　
文

課
長
補
佐
兼
係
長

矢
坂
洋
昌

係
長

匂
坂
和
義

農
林
水
産
課

課
長

沖　
寿
弘

課
長
補
佐

小
川　
剛

係
長

河
原
﨑　
充

係
長

栗
山
伸
也

係
長

長
尾
裕
年

商
工
観
光
課

課
長

小
野
田
明
人

課
長
補
佐

榑
林
昭
彦

係
長

内
藤
真
吾

係
長

草
野　
孝

企
業
港
湾
室

室
長

齋
藤
順
也

係
長

原
口
大
吾
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部
に
所
属
し
な
い
部
署

会
計
課

会
計
管
理
者
兼
課
長

松
下
美
明

検
査
監

沖　
和
久

係
長

山
本
裕
美
子

議
会
事
務
局

事
務
局
長

村
松　
学

課
長
補
佐

池
田　
覚

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長

岡
村
恒
久

教
育
委
員
会

部
長

長
尾
智
生

教
育
総
務
課

課
長

髙
田
和
幸

課
長
補
佐

河
原
﨑
聡
信

係
長

川
村
美
穂

係
長

坂
本
浩
長

学
校
教
育
課

課
長

長
谷
川
延
明

課
長
補
佐
兼
係
長

伊
村
裕
美
子

係
長

澤
入
朋
美

社
会
教
育
課

課
長

長
尾
詔
司

課
長
補
佐

小
田
隆
弘

係
長

増
田
真
理
子

係
長

村
本　
薫

係
長

村
松
祥
吾

学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
長

植
田
佳
浩

係
長
（
再
任
用
）
齊
藤
光
芳

市
立
図
書
館

館
長

西
郷
成
美

課
長
補
佐

櫻
井
純
二

係
長

服
部
祐
三
子

市
立
御
前
崎
総
合
病
院

部
長

村
松
光
浩

管
理
課

課
長

原
崎
浩
之

課
長
補
佐

渥
美
秀
和

課
長
補
佐

匂
坂
克
善

係
長

堀
江
淳
一

係
長

奥
柿
勇
人

係
長

桑
原
和
馬

係
長

高
木
美
幸

医
事
企
画
課

課
長

阿
形　
明

課
長
補
佐

松
島
利
充

係
長

小
栗
裕
美
子

係
長

森
山
尚
美

地
域
連
携
室

室
長
兼
係
長

水
野
綾
子

健
診
セ
ン
タ
ー

課
長

増
山
道
典

介
護
事
業
課

課
長

五
島
正
広

係
長
（
再
任
用
）
植
田
直
仁

危
機
管
理
部

早
田
和
弘

総
務
課

安
保
諒
一

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

松
本
未
央

財
政
課

増
田
彩
乃

環
境
課

佐
久
間
奈
々

上
下
水
道
課

宮
本
篤
弥

福
祉
課

小
澤
麗
美

こ
ど
も
未
来
課

牧
野
純
子

こ
ど
も
未
来
課

伏
見
有
加

高
齢
者
支
援
課

酒
井
美
弥
子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

松
下
奈
保

農
林
水
産
課

増
田
祐
太
郎

企
業
港
湾
室

松
永
隆
義

病
院
管
理
課

菅
野
良
弥

社
会
教
育
課

鈴
木
清
嗣

池
新
田
幼
稚
園

榑
林
千
夏

白
羽
幼
稚
園

田
澤
由
莉
香

さ
く
ら
こ
ど
も
園

増
田
紀
子

北
こ
ど
も
園

植
田
葉
月

御
前
崎
こ
ど
も
園

塚
崎
久
美

消
防
署
警
防
第
１
部

石
川
　
凌

消
防
署
警
防
第
１
部

小
林
　
裕

消
防
署
警
防
第
２
部

三
宅
裕
貴

消
防
署
警
防
第
３
部

栗
林
健
人

新
規
採
用
職
員

消
防
署

消
防
署
長

森
山　
剛

警
防
第
一
部

消
防
副
署
長

酒
井
憲
吾

係
長

櫻
井
康
宏

係
長

藤
原
達
規

警
防
第
二
部

主
幹

松
下
周
二

係
長

吉
村
真
樹

係
長

増
田
哲
也

警
防
第
三
部

主
幹

川
原
﨑
幸
司

主
幹

森
下
善
弘

白
羽
出
張
所

出
張
所
長
兼
係
長

伊
藤
隆
広

係
長

山
本
和
彦

係
長

深
間
祐
樹

消
防
本
部

消
防
長

松
下
貴
幸

消
防
総
務
課

課
長

長
尾
季
之

主
幹
兼
係
長

鈴
木
千
明

係
長

揚
張
裕
允

中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

係
長

伊
藤
浩
史

予
防
課

消
防
次
長
兼
課
長

山
﨑　
健

課
長
補
佐
兼
係
長

下
村
拓
馬

主
幹
兼
係
長

小
野
田
博
行

幼
稚
園

池
新
田
幼
稚
園

園
長

河
原
﨑
睦
美

副
園
長

河
原
﨑
奈
津
美

高
松
幼
稚
園

園
長

栗
山
久
子

係
長

小
川
規
予
子

白
羽
幼
稚
園

園
長

森
田
智
美

認
定
こ
ど
も
園

さ
く
ら
こ
ど
も
園

園
長

植
田
明
美

副
園
長

横
田
留
美
子

係
長

河
原
﨑
知
世
子

係
長

小
杉
山
さ
や
か

北
こ
ど
も
園

園
長

徳
原
久
美
子

御
前
崎
こ
ど
も
園

園
長

山
下
美
幸

副
園
長

髙
塚
尚
子

係
長

池
田
那
穂
子

保
育
園

浜
岡
保
育
園

園
長

富
田
美
佐
子

副
園
長

伊
藤
麻
里
子

係
長

堀
内
花
代

白
羽
保
育
園

園
長

笠
原
洋
子

副
園
長

徳
本
美
里

係
長

山
村
文
子
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さまざまな方法で避難時間検証

アスパルジャズナイトが２月20日、閉館後の市立
図書館アスパルで実施されました。昼間と違う雰囲
気の中で音楽を楽しんでもらおうと企画されたもの
で、２年ぶり３回目の開催。掛川市で活動する「小原
ジャズクインテット」が、ジャズのスタンダードや懐
かしの曲などを演奏しました。開催を知らずに本を
返却しに来た人が、思わず足を止めて聴き入る姿も
あり、さまざまな年齢層の人で客席は大盛況でした。

津波避難訓練で課題確認
津波避難訓練が３月10日、市内の津波浸水想定

区域で実施されました。市と市消防職員の25人が
白浜区と新神子区の４カ所で検証実験を実施。徒歩
や車いす、担架で人を搬送する場合など、さまざま
なケースを想定し、浸水想定エリアから高台までの
避難にかかる時間を検証しました。その結果、各地
点とも15分以内の避難ができることが分かりまし
た。検証結果は今後の対応に役立てられます。

市指定有形文化財である本間家文書の企画展が３
月14日から31日まで、市立図書館で催されました。
本間家は１６０５年に池新田村を立村し、代々村の
大庄屋や庄屋を勤めました。昨年５月に文書所有者
より、市指定文化財である15点を含む67点の古文
書などが寄託されたことを記念して企画されたもの
で、15点すべてを展示するのは今回が初。訪れた人
は一つ一つに足を止め、興味深く見ていました。

全国火災予防運動を実施
乾燥による火災にまだまだ用心

春の全国火災予防運動に伴う街頭広報が３月２
日、イオンタウン浜岡で実施されました。火災が増
える時期を迎えることを受け、火災予防を普段より
も意識してもらおうと毎年実施しているものです。
市消防本部・消防署員ら約10人が買い物客にパン
フレットと啓発品を配布。パンフレットを一緒に見
ながら、住宅用火災警報器の設置や維持、防火を呼
び掛けました。

本間家文書の企画展開催
市指定文化財の古文書を初公開

夜の図書館でゆったりした時をアスパルでジャズ生演奏

OMAEZAKI 10



市民講座で健康を考える
腸と肝臓から元気へつなげよう

第25回御前崎市民公開講座が２月16日、市立御
前崎総合病院で開かれ、約１８０人が参加しました。

「腸と肝臓を知ろう！」をテーマに、市立御前崎総合
病院内科医師 鮫島庸一先生と、磐田市立総合病院 
副病院長兼肝臓内科部長 小林良正先生が講師を務
めました。参加者は、お茶と魚は腸や脳にも効く話
や、肝臓についての話を熱心に聞き、健康に長生き
するための知識を深めました。

社会福祉大会で７人表彰
長年の社会貢献をたたえて

市民活動スキルアップ講座開催

市社会福祉協議会主催の第15回御前崎市社会福
祉大会が２月16日、文化会館で開かれました。社
会福祉活動に貢献した保護司や福祉施設職員、ボラ
ンティアら７人が表彰され、同協議会と県共同募金
会に多額の浄財を寄付した22の団体・企業には感
謝状が贈られました。
【受賞者】下村悦子、埋田千恵子、植田好子、澤入
喜美子、大石輝美、岡村正子、榑松俊一（敬称略）

インバウンド誘客を学ぶ
２０１９年のチャンス逃さない

御前崎港客船誘致協議会主催のインバウンド誘客
トレーニング講座が３月８日、なぶら館で実施され
ました。市内事業者の収益向上、機運醸成を図るも
ので、第２回となる今回は約20人が参加しました。

「ラグビーワールドカップ」「客船誘致」に合わせて、
２人の講師がそれぞれ観光 + 食の商品開発の成功
事例を紹介。参加者は港を生かしたまちづくりにつ
いて考えました。

信頼される団体目指して
第３回市民活動スキルアップ講座が３月７日、市

役所で実施されました。NPO・市民活動団体・自
治体職員・地域活動に関心のある人など、誰でも参
加できる講座で、市民活動の推進に必要となるスキ
ルや知識を身に付けることが目的です。未来化プロ
ジェクトの川端務夢理事が「“団体の基盤強化”『社会
に信頼される NPO とは』」をテーマに講演。団体の
資金調達を知る機会となりました。

11 OMAEZAKI



御前崎港にある手づくりの公園エコパークで梅・さ
くら祭りが開かれ、お花見に来た来場者に向けて豚汁
が振る舞われました。御前崎エコクラブ（山本貴美枝
代表）が日頃から手入れを続けており、梅やカワヅザ
クラなどたくさんの花が咲いていました。公園には来
場者が入れ替わり立ち寄り、交流を深めました。

エコパークで一足早い花見

◀例年より早く見頃を迎えたカワヅザクラを楽しむ来場者

３/２

市体育協会主催の黒潮剣道大会が御前崎中学校で開
催され、県内から１０８チームが参加しました。今年
で61回目を迎えた伝統ある大会です。選手をはじめ、
家族や大会関係者など大勢の人で会場は熱気に包まれ
ました。高校男子の部に出場した池新田高校は３試合
を勝ち抜き、見事優勝を果たしました。

伝統ある大会で成果を発揮

◀熱気と声援の中、集中力を研ぎ澄ませ一本を狙う

２/24

通所リハビリテーションはまおか作品展が市立図書
館で開かれました。自宅における生活行為の向上を目
指し、施設利用者が訓練として作成した作品が展示さ
れました。展示作品は手芸、書道、絵手紙、俳句など
さまざま。訪れた人は足を止め、力強い作品に目を細
めていました。

訓練で作成した力作展示

◀リハビリで取り組んだ作品が並び、来館者を楽しませた

３/13～ 27

世界各地で年間６戦実施されるインターナショナル
ウインドサーフィンツアー（IWT）の第１戦が、御前
崎ロングビーチで開催されました。８カ国59人、市内
からは石井考良選手や佐藤素子選手など、世界で活躍
する選手が出場。地元のユース世代からも多くの子ど
もたちが参加し、世界のトップ選手と競いました。

世界の選手が御前崎の波に

◀優勝し栁澤市長と記念撮影をした海外からの出場者

３/５～９
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

第91回選抜高等学校野球大会に北海道代表で出場
した札幌第一高校野球部が、市内で強化合宿を実施し
ました。市が取り組む「御前崎スポーツ振興プロジェ
クト」の一環で、静岡カントリー浜岡コース＆ホテル
が誘致。選手は浜岡球場で練習や練習試合に取り組み、
温暖な当市で力を蓄えました。

札幌第一高校市内で合宿

◀雪国からはるばる訪れた野球部を歓迎

３/５～ 10

第15回御前崎・白羽公民館まつりが市文化会館で
開かれ、多くの来場者でにぎわいました。ステージ部
門では御前崎こども園、白羽保育園、白羽幼稚園の園
児が元気いっぱい歌を披露したり、地域住民が公民館
活動の成果を発表したりしました。広場には地元の飲
食店も出店し、来場者を楽しませました。

毎年大盛況の公民館まつり

◀会場に元気な歌声を届けた御前崎こども園の園児

２/24

高松幼稚園の園児32人が門屋ホタルの里でホタル
の幼虫を放流しました。門屋ホタルの会の沖二三男さ
ん（門屋）が「ホタルは羽化してから一週間ほどしか寿
命がない」と案内板を使って説明。園児らは真剣に耳
を傾けていました。その後、約千匹の幼虫を放流し、「元
気なホタルになってね」と声を掛けました。

光り輝くホタルを楽しみに

◀ホタルの幼虫をそっと川に放流する園児ら

２/26

第15回御前崎市長杯争奪黒潮カップU-10サッカー
大会が浜岡総合運動場で開催されました。小学４年生
以下で構成されたチームによる大会で、県内から18
チームが参加。市内からは浜岡黒潮サッカースポーツ
少年団、白羽サッカースポーツ少年団が出場し、熱い
戦いを繰り広げました。

10 歳以下の選手らが競う

◀寒空の下、懸命にボールを奪い合う

３/２～３

13 OMAEZAKI



照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５

静
岡
県
原
子
力
防
災
訓
練
の
実

働
訓
練
が
２
月
６
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。県
、浜
松
市
、御
前
崎
市
、

自
衛
隊
、
県
警
本
部
、
中
部
電
力

㈱
を
含
む
約
30
の
関
係
機
関
か
ら

約
３
２
０
人
、住
民
約
３
６
０
人
、

合
わ
せ
て
約
６
８
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
避
難
者
の

第
一
目
的
地
と
な
る
避
難
経
由
所

運
営
訓
練
を
、
実
災
害
時
の
候
補

地
と
な
っ
て
い
る「
浜
名
湖
ガ
ー

デ
ン
パ
ー
ク
」
で
実
施
。
避
難
元

の
御
前
崎
市
と
避
難
先
で
あ
る
浜

松
市
が
協
力
し
た
運
営
体
制
を
検

証
し
ま
し
た
。

御
前
崎
市
か
ら
は
１
０
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
市
内
の
集
合
場

所
か
ら
避
難
退
域
時
検
査
場
所

（
新
東
名
高
速
道
路
浜
松
Ｓ
Ａ
下

り
）
へ
移
動
し
、
放
射
性
物
質
の

汚
染
状
況
を
確
認
す
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、避
難
経
由
所（
浜
名
湖
ガ
ー

デ
ン
パ
ー
ク
）
で
避
難
証
明
書
の

確
認
、
避
難
者
名
簿
記
載
、
避
難

所
の
案
内
を
受
け
ま
し
た
。

避
難
す
る
際
の
候
補
施
設
で
訓

練
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
訓

練
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
認
識
を

深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
原
子
力
防
災
訓
練
で

浜
松
市
と
協
力
し
た
運
営
訓
練
を
実
施▲避難経由所における避難所案内訓練の様子

御前崎市指定有形文化財
　　　　白羽神社本殿

律
りつりょう

令期の白羽官
かんぼ く

牧と関係深い神社
▲白羽神社拝殿（前側）と白羽神社本殿（後側）の外観

白羽神社は、社伝によると現在の駒形神社の社地
に８３４年に鎮座し、その３年後に現在の白羽神社
の社地に移ったと伝えられています。
当社は延喜式にいう白羽官牧に発生した牧場（馬）
の守護神として古来より馬持ちの参

さんけい

詣する人が多い
ため、祭典を白羽馬祭と称しました。遠近より参詣
の馬はいずれも装飾の美を競い、境内は馬と人で埋
まったと言います。近代では農業が機械化され馬の
姿すら見られなくなりましたが、馬は疾走中といえ
ども絶対に人を踏むことのない霊獣であることか
ら、現在では自動車の交通安全に信仰が変わってい
ます。
本殿は間口三間、奥行き二間の入

いりもやながれづくり

母屋流造で、様
式上から、江戸中期から後期前半あたりの時代的傾
向が認められます。また、板壁に蓮

れんげ

花、欄間部分に
は花鳥の彩描が施され、神仏習合の思想が如実に表
れている、歴史的に見て大変貴重なものです。

▲白羽神社本殿正面 ▲馬の彫刻のある中備（蟇股）

白羽神社

市立
白羽幼稚園
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照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

照　会　こども未来課母子保健係　☎０５３７�６６６６

親子の絆づくり
　　～赤ちゃんとの触れ合い～

　１歳になるまでの関わりが心の成長・発達をつ
くるのに大切だと言われています。「食べる」「遊
ぶ」「寝る」という欲求を満たしてあげることで赤
ちゃんは「守られている、愛されている」「わかっ
てくれる人がいる」と感じます。愛されていると
実感できることで心の発達の土台となる安心感や
信頼感が生まれ、感情が豊かに育っていくのです。

●たくさん話しかけてあげましょう
　例えば、「今からオムツ替えるね」「お風呂に入ろ
うね」など、今からしようとしていることを説明
しましょう。「おなかいっぱいになったね」「気持ち
良いね」など、赤ちゃんの気持ちを代弁しましょ
う。赤ちゃんは自分の気持ちをわかってもらえた
と喜び、声を出して伝えたいという気持ちが高ま

ります。赤ちゃんはお母さんお父さんの言葉を聞
いて、言葉を覚えていきます。

●赤ちゃんと触れ合いましょう
　お母さんやお父さんが抱っこをすると安心しま
す。頰ずりしたり、優しく撫

な

でたりしてあげましょ
う。「いないいないばあ」「くすぐり遊び」など、触
れ合いながらたくさん遊んであげてください。ス
キンシップには愛情が深まる、社会性が高まるな
どの効果があると言われています。
　個人差はありますが、人見知りが7カ月頃から
始まり、知らない人をみると大泣きすることがあ
ります。これは、誰かに受け止めを求めています。
そのようなときは優しく抱きしめて、赤ちゃんの
気持ちを受け止めてあげてください。

２０１９年度がん検診の
　　申し込みを受け付けています

内容や金額については 18ページをご覧ください。
詳細や申し込みは、照会先へお問い合わせください。

　対象年齢になったら積極的に検診を受けましょう

※年齢は2019年4月1日時点の年齢です。

37～39歳

40～49歳

50歳以上

20～36歳

の偶数年齢

37～39歳

40歳以上

胃がん
肝炎ウィルス（39歳のみ）

胃がん・肺がん・大腸がん
肝炎ウィルス(未実施者のみ)

胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん
肝炎ウィルス(未実施者のみ)

乳がん・子宮頸がん

胃がん
肝炎ウィルス（39歳のみ）
乳がん(偶数年齢のみ)
子宮頸がん(偶数年齢のみ)

胃がん・肺がん・大腸がん
肝炎ウィルス(未実施者のみ)
乳がん(偶数年齢のみ)
子宮頸がん(偶数年齢のみ)

男
性

女
性

御
前
崎
市
民
全
員
が
対
象
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通称 浜吹（鈴木直人 代表）。顧問を務める水越直樹さんが昭和53年、池新田高校吹奏楽部
の教え子を中心に結成。現在は15歳から70歳まで、47人の団員が所属する。市民会館を
拠点に練習を重ね、地域の音楽活動に貢献している。毎年５月に演奏会を開催。

活
動
認
め
ら
れ
奨
励
賞
受
賞

毎
週
水
曜
日
の
夜
、
市
民
会
館

の
ホ
ー
ル
に
華
や
か
な
吹
奏
楽
が

響
き
渡
る
。
指
揮
者
の
穏
や
か
な

指
示
が
飛
ぶ
。
浜
岡
吹
奏
楽
団
の

い
つ
も
の
練
習
風
景
だ
。
仕
事
や

学
校
帰
り
の
団
員
が
徐
々
に
集
ま

り
、
音
を
重
ね
、
演
奏
技
術
に
磨

き
を
掛
け
て
い
る
。

２
月
、
浜
岡
吹
奏
楽
団
は
第
32

回
ふ
じ
の
く
に
地
域
文
化
活
動
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。
県
内
各
地
で

優
れ
た
文
化
活
動
を
し
て
い
る
団

体
を
表
彰
す
る
も
の
だ
。

３
月
13
日
、
栁
澤
市
長
を
訪
問

し
た
同
団
は「
受
賞
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
の
で
驚
い
て
い
る
。

当
初
の
目
的
で
あ
っ
た『
地
域
に

還
元
し
た
い
』
と
い
う
思
い
が
報

わ
れ
た
」と
喜
び
を
報
告
し
た
。

各
地
で
積
極
的
に
演
奏
活
動

５
月
の
演
奏
会
の
ほ
か
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、市
文
化
祭
、

地
域
の
夏
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
の

依
頼
演
奏
、
幼
保
こ
ど
も
園
や
老

人
ホ
ー
ム
で
の
演
奏
な
ど
、
浜
吹

の
活
躍
の
場
は
広
い
。「
中
高
生
と

一
緒
に
演
奏
を
し
た
り
、
各
地
で

演
奏
活
動
を
し
た
り
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
き
た
。
長
年
の
活
動

が
認
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
」
と

水
越
直
樹
常
任
指
揮
者
は
話
す
。

「
聴
い
た
人
が
笑
顔
で
帰
っ
て
く

れ
る
の
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
の
は
代
表

の
鈴
木
さ
ん
。
創
団
当
時
か
ら
所

属
す
る
二
人
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
や
学
業
を
抱

え
て
い
る
た
め
、
47
人
そ
ろ
っ
て

練
習
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
集
ま

れ
る
貴
重
な
時
間
を
大
切
に
、
細

か
な
表
現
や
サ
ウ
ン
ド
の
バ
ラ
ン

ス
を
確
認
す
る
。
熱
い
思
い
ゆ

え
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
か
ら
こ

そ
、５
月
の
演
奏
会
は「
聴
い
て
、

観
て
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
」
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
の
だ
。
舞
台
側
か

ら
見
上
げ
る
、
客
席
の
拍
手
と
笑

顔
が
気
持
ち
い
い
。

御
前
崎
市
の
文
化
の
一
つ
に

昨
年
、
創
団
40
周
年
を
迎
え
た

浜
吹
。「
今
後
も
、
地
域
に
愛
さ
れ

『
御
前
崎
市
に
は
浜
吹
が
あ
る
』と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
バ
ン
ド

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」と
い
う
。

食
や
自
然
、
歴
史
だ
け
が
ま
ち
の

文
化
で
は
な
い
。
将
来
の
吹
奏
楽

人
口
増
の
た
め
、
市
の
文
化
発
展

の
た
め
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
続
け
る
。
コ
ン
ブ
リ
オ（con 

blio

＝
生
き
生
き
と
）
で
奏
で
る

姿
を
、今
後
も
応
援
し
続
け
た
い
。

第 32回ふじのくに地域文化活動奨励賞を受賞

浜岡吹奏楽団

OMAEZAKI 16



町内会役員名簿
町内会名 町内会長 副町内会長 総務委員 建設委員 保健委員 スポーツ委員 交通指導員

池
新
田

東 町 ◇浅 井 義 幸 山 田 　 薫 宮 城 康 夫 滝 川 　 稔 村松智鶴子 矢 野 直 樹 山下　茂、村松隆之
本 町 鈴 木 　 博 渡 邊 尚 久 塚 本 　 昇 河原﨑俊雄 山下小夜子 中村雄一郎 狩野龍一、井上勝敏
早 苗 町 鈴 木 清 司 石 山 吉 昭 長 尾 　 靖 村 瀬 秀 和 本 間 桂 子 山 下 　 剛 小野田　忠、水野精司
中 町 栗 林 　 誠 神 谷 真 雄 長 尾 詔 司 石 川 浩 朗 宮 本 綾 子 神 谷 浩 之 藤本孝行、貝塚好行
大 山 阿 形 直 久 阿 形 吉 通 河原﨑好弘 鈴 木 正 浩 藪下亜紀子 坂 本 宏 信 加納一義、藪下和生

高
松

門 屋 ○ 中 山 　 猛 島 田 光 男 久津見嘉則 大 見 久 光 二俣美代子 齋 藤 正 直 鈴木啓蔵、德本明久
塩 原 揚 張 正 行 谷 　 勇 一 南 　 善 中 鈴 木 雅 明 鈴 木 安 子 野ヶ本一臣 水野進吾、吉野　卓
合 戸 森 下 純 夫 増 田 良 典 匂 坂 清 巳 森 下 勝 弘 後 藤 孝 子 加 藤 　 武 増田尚士、松下晋亮

佐
倉

佐倉一区 松 本 春 次 橋本修一郎 今 村 浩 巳 榑 林 　 毅 西 原 清 美 杉 山 正 樹 塚本能弘、西原　晃
佐倉二区 曽 根 　 忍 鈴 木 礼 二 清 水 一 博 酒 井 康 久 増 田 惠 子 穴 見 寿 朗 河合繁康、三谷勇貴
佐倉三区 清 水 次 男 清 水 芳 治 山 本 雅 已 植 田 　 明 笹 原 由 子 清 水 富 成 判治裕尚
桜 ケ 池 ◇漢 人 政 夫 岩 﨑 　 薫 湯 川 　 弘 中 根 浩 昭 鴨 川 久 江 小 林 和 実 水野逸郎

比
木

比 木 原 鈴 木 文 雄 植 田 　 豊 植 田 　 豊 岡 村 春 男 岡 村 佳 子 鈴 木 芳 隆 岡本文雄、榑林和明
上 比 木 ◎ 橋 本 益 利 岡 村 　 勝 岡 村 　 勝 松 下 　 武 須 藤 妙 子 増 田 有 希 植田和浩
下 比 木 齋 田 芳 郎 植 田 茂 範 植 田 茂 範 岡 村 清 治 岡村亜都美 山 口 敏 徳 小山田　清

朝
比
奈

朝比奈原 河原﨑久雄 河原﨑友二 伊 村 義 祐 五十棲　泰 秋 定 基 江 増 田 　 亙 河原﨑真実
上朝比奈 加 藤 繁 巳 水野伊太郎 鳥 羽 俊 郎 水 野 敏 彦 河原﨑敦子 水 野 繁 伸 植田政春
下朝比奈 ◇鈴 木 一 利 野 末 樹 良 赤 堀 文 男 鈴 木 　 隆 篠 瀬 房 枝 増 田 洋 一 鈴木寿弥、田川　勝

新
野

新 野 西 坂 野 一 秋 村 松 秀 明 増 田 清 人 石 原 通 裕 増 田 満 夜 山 本 好 光 齊藤勇二
新 野 東 髙 橋 克 好 平 井 一 紀 村 松 光 浩 川 島 勇 人 瀧 谷 益 栄 秋 野 　 崇 戸塚裕之、鈴木正人
新 野 南 ◇村 松 　 彰 村 松 康 幸 赤 堀 博 之 小 田 武 弘 西 森 育 代 近 藤 博 昭 川村澄雄

御
前
崎

上 岬 区 松 林 孝 尚 松 林 勝 廣 松 井 義 典 坂 本 　 清 松林千代子 坂 本 忠 明 吉村一康
下 岬 区 小 澤 慶 司 吉 村 康 之 吉 村 一 弘 下村平一郎 吉村さおり 吉 村 真 樹 服部一吉

大 山 区 ○ 澤 入 利 夫 尾 藤 康 廣 山 下 寿 夫 北 風 光 明 野 村 玉 枝 澤 入 康 介 森田厚美、大濱長勇、
堀川信雄

西 側 区 大 澤 達 夫 笹野井静夫 澤 入 道 夫 植 田 吉 樹 釜下加代子 澤 入 龍 介 川口與志雄、坂部政張
女 岩 区 内 藤 信 行 松 尾 春 樹 松 林 篤 生 大 澤 俊 郎 河 守 悦 子 増 田 　 稔 中野博行、川口勝美
広 沢 区 永 田 暢 滋 横山幹一郎 横 山 吉 実 横 山 雅 志 森田公味子 横 山 洋 祐 横山弘行

白
羽

新 谷 区 ◇髙 塚 和 己 山 本 恒 己 髙 塚 裕 己 杉 浦 弘 幸 村松恵美子 松 井 俊 介 髙塚雅利、髙塚辰男、
水谷昭夫

薄 原 区 小 田 悦 雄 小 林 　 満 横 山 　 勲 川 口 　 愼 櫻 井 祐 子 栗 林 義 樹 松林久己、大石裕久
中 原 区 髙 塚 晴 久 増 田 雅 巳 増 田 政 弘 増 田 　 健 平 山 淳 子 藤 原 洸 介 増田和巳
白 羽 区 鈴 木 則 夫 飯 野 和 己 植 田 　 繁 八 木 郁 夫 杉山眞由美 鈴 木 穂 積 柏原紀男、八木義美
白 浜 区 加 藤 経 義 増田恒次郎 山 本 俊 三 髙 井 　 務 松下由美子 増 田 知 之 加藤雅弘
新神子区 松 井 敏 明 齋 藤 道 雄 曽 根 　 勝 曽 根 正 海 松 下 文 子 加 藤 善 也 加藤孝夫

※町内会長の◎印は連合会長、○印は連合副会長、◇印は地区総代

●役員の主な仕事内容
町 内 会 長： 自治会の代表者 保 健 委 員： 地域の健康づくり事業の推進
副 町 内 会 長： 町内会長のサポート ス ポ ー ツ 委 員： スポーツの推進と振興
総 務 委 員： 環境美化の推進 交 通 指 導 員： 交通安全の推進と指導
建 設 委 員： 土木全般のとりまとめ

平成31年度町内会役員一覧
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本
年
度
の

を
ご
紹
介
し
ま
す

「
検
診
」

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
診
の
受
診
票
は
、こ
れ
ま
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
と
新
規
対
象
年
齢
の
人
に
送
付
し
ま
す
。

追
加
や
変
更
が
あ
る
人
は
、
照
会
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Health自己負担金

無料

喀
か く

痰
た ん

検査
（500 円）

1,000 円
◆

500 円
◆

1,500 円
◆

1,000 円
◆

1,000 円

1,000 円
◆

500 円

500 円

1,500 円

内容

問診・
胸部レントゲン

喀
か く

痰
た ん

検査

問診・
胃部レントゲン

問診・検体提出

問診・エコー

問診・
マンモグラフィー

問診・内診
・細胞診

問診・血液検査

問診・血液検査

問診・X 線による
骨塩測定量検査

問診・口
こうくう

腔内検診

問診・身体計測・
血圧・血液検査・

尿検査

対象者 
（年齢基準日 平成 31 年４月１日）

40 歳以上
（肺がん検診）

65 歳以上
（肺がん、結核検診）

37 歳以上

40 歳以上

20 ～ 38 歳の女性 
（偶数年齢）

40 歳以上の女性 
（偶数年齢）

20 歳以上の女性
（偶数年齢）

50 歳以上の男性

39 歳以上の未検査者

40・45・50・55・
60・65・70 歳女性

35・40・45・50・
60・70 歳

25 ～ 38 歳

検診の種類

胸部検診
（肺がん・結核）

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮頸
け い

がん検診

前立腺がん検診

肝炎検診

骨粗しょう症検診

歯周病検診

若い世代の健康診査
（U-39 健診）

が
ん
検
診

そ
の
ほ
か
の
検
診

※肝炎検査のみ年齢基準日が平成 31 年３月 31 日になります。
※「はつらつ健診」は「若い世代の健康診査（U-39 健診）」に名称変更。
※ 75 歳以上の人（昭和 19 年４月１日以前に生まれた人）は、◆印の
　自己負担金が免除されます。
※生活保護世帯の人は、自己負担金が免除となります。検診を受ける
　３日前までにご連絡ください。
※心身障がいにより集団がん検診を受けることができない人は、個別
　受診ができる場合があります。ご相談ください。

照　
会　
健
康
づ
く
り
課　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
３
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農業委員・農地利用最適化
推進委員が決まりました

各地区の農業委員と農地利用最適化推進委員
が決定しました。任期は４月 18 日から３年
間です。農地の売買、転用、移動、相談など
をする場合は、委員までご相談ください。不
明な点は農業委員会事務局まで連絡ください。

照　会　農業委員会事務局　☎０５３７�１１２５

担当地区 氏　名 備　考

池新田
山下　智久 農業委員
早馬　彰夫 農地利用最適化推進委員
山下　義春 農地利用最適化推進委員

高　松

大松　均 農業委員
松本　正幸 農地利用最適化推進委員
匂坂　好伸 農地利用最適化推進委員
二俣　秀明 農地利用最適化推進委員 大井川右岸土地改良区推薦

佐　倉
清水　敏秀 農業委員
清水　政志 農地利用最適化推進委員
鴨川　和弘 農地利用最適化推進委員

比　木

植田　長一 農業委員
岡村　博文 農地利用最適化推進委員
山口　武 農地利用最適化推進委員
山本　満 農地利用最適化推進委員 遠州夢咲農業協同組合推薦

朝比奈
宮本　耕治 農業委員
中嶋　譽明 農地利用最適化推進委員
清水　貞男 農地利用最適化推進委員

新　野

渥美　嘉之 農業委員
山下　均 農地利用最適化推進委員
鈴木　寿博 農地利用最適化推進委員
増田　雅巳 農地利用最適化推進委員 牧之原畑地総合整備土地改良区推薦

御前崎
吉村　英治 農業委員
薮田　昌也 農地利用最適化推進委員
笹野井達彦 農地利用最適化推進委員 ハイナン農業協同組合推薦

白　羽

松井　善和 農業委員
髙塚　孝次 農地利用最適化推進委員
髙塚　雅義 農地利用最適化推進委員
松下　雅則 農地利用最適化推進委員
齋藤　道雄 農地利用最適化推進委員 牧之原畑地総合整備土地改良区推薦

学識経験者 谷　麻由香 農業委員
学識経験者 福代　登子 農業委員

19 OMAEZAKI



御
前
崎
支
所
で
死
亡
届
の�
受
付
を
再
開
し
ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
御
前
崎
支
所
で
死
亡

届
の
受
付
を
再
開
し
ま
し
た
。
夜
間
・

休
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
、
市
役
所

本
庁
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

受�　
付　
平
日
８
時
15
分
～
17
時

照　
会　
御
前
崎
支
所

　
☎
０
５
４
８
�
６
８
０
１

地
域
を
元
気
に
！�

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り

な
ど
に
自
発
的
に
取
り
組
む
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対�

象
活
動　
公
益
的
か
つ
新
た
に
取
り

組
む
活
動
で
、
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
る
も
の

①�

地
域
の
課
題
な
ど
に
自
主
的
か
つ
自

立
的
に
取
り
組
む
活
動

②�

地
域
の
景
観
や
歴
史
文
化
な
ど
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動

③�

ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域

活
性
化
に
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
活
動

補
助
金
額

▼
手
作
り
施
設
整
備
活
動
…
50
万
円
以
内

▼�

手
作
り
施
設
整
備
活
動（
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
型
）…
25
万
円
以
内

▼�

人
づ
く
り
等
育
成
活
動
…
20
万
円
以
内

▼�

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
…
20
万

円
以
内

▼�

ま
ち
づ
く
り
団
体
等
広
報
活
動
…

５
万
円
以
内

※�

計
画
の
あ
る
団
体
は
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
企
画
政
策
課
協
働
推
進
室

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
１

扶
助
費
の
申
請
は�

５
月
７
日
か
ら
31
日
ま
で

　
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る

人
を
対
象
に
、扶
助
費
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

①�
障
害
者
手
帳
（
身
体
１
級
～
２
級
、

療
育
、
精
神
１
級
～
２
級
）
の
い
ず

れ
か
を
持
つ
人
で
、
世
帯
合
計
所
得

額
６
０
０
万
円
以
下
の
人

②�

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
で
、

収
入
金
額
１
５
０
万
円
以
下
の
人

③�

義
務
教
育
修
了
前
の
交
通
・
労
務
災

害
遺
児
を
扶
養
し
て
い
る
人
で
、
世

帯
の
合
計
所
得
額
が
５
０
０
万
円
以

下
の
人

④�

介
護
度
３
以
上
ま
た
は
身
体
１
級
の

ね
た
き
り
者
を
６
カ
月
以
上
、
常
に

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人

⑤�

介
護
度
３
以
上
の
認
知
症
の
人
を
６

カ
月
以
上
常
に
家
庭
で
介
護
し
て
い

る
人

申��

請
方
法

　
地
区
の
民
生
委
員
を
通
し
て
、
申
請

　
書
を
照
会
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
福
祉
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

医
師
を
紹
介
く
だ
さ
い�

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
に
医
師
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
、
医
師
紹
介

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
、
市
外
在
住
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

交�

付
要
件　
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
医

師
が
、
採
用
時
に
64
歳
未
満
で
、
市

立
御
前
崎
総
合
病
院
に
必
要
な
診
療

科
で
正
規
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た

場
合
に
限
り
ま
す
。

交�

付
金
額　
50
万
円（
１
年
間
勤
務
し

た
後
に
交
付
）

照　
会　
病
院
管
理
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
５
１
１

高
校
生
の
留
学
費
な
ど
を

一
部
支
援
し
ま
す

　
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
留
学
や
語
学
研
修
に
掛
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対�
象
者　
高
等
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て

い
る
市
民
ま
た
は
市
内
の
高
等
学
校

な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
人
で
、
学
校

や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
が
主

催
す
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募

し
、１
週
間
以
上
１
年
未
満
の
留
学

な
ど
へ
出
発
す
る
こ
と
が
決
定
ま
た

は
内
定
し
た
学
生
の
保
護
者

交�

付
要
件　

市
税
な
ど
に
滞
納
が
な

く
、
過
去
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

い
な
い
こ
と

補�

助
金
額　
10
万
円（
10
万
円
に
満
た

な
い
場
合
は
そ
の
額
）

補
助
対
象
経
費

　
①
往
復
渡
航
費

　
②
留
学
中
の
滞
在
費

　
③
授
業
料

　
④
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
用

　
⑤
そ
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
費
用

照　
会　
企
画
政
策
課
協
働
推
進
室

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
１

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

営
業
案
内

【�

市
役
所
・
支
所
】　
期
間
中
は
閉
庁
。

　

期
間
中
に
証
明
書
が
必
要
な
場
合

は
、
市
役
所
か
支
所
で
事
前
に
取
得
く

だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
発
行
で

き
ま
す
。

店�

舗　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

時
間　
６
時
30
分
～
23
時

証�

明
書　

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
戸
籍
謄
本（
抄
本
）、
戸
籍
の
附

票
、所
得
・
課
税
証
明
書

【
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
】　
一
般
外
来

お
知
ら
せ
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は
休
診
。
た
だ
し
、５
月
２
日
㈭
は

　
小
児
科
の
み
診
療
を
実
施（
診
療
時

　

間
は
８
時
30
分
～
11
時
）。
救
急
は

　
通
常
通
り
対
応
。休
日
急
患
診
療
は
、

　
暮
ら
し
の
ダ
イ
ア
リ
ー
で
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

【
市�
立
図
書
館
】　
４
月
29
日
㈪
、４
月

　
30
日
㈫
、５
月
６
日
㈪
が
休
館
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

【
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
】　
収
集
業
務
は

　
通
常
通
り
。

直�

接
搬
入
受
付
日　
４
月
28
日
㈰
８
時

30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時
30
分

　
５
月
３
日
㈮
８
時
30
分
～
12
時

【
市
民
プ
ー
ル
】　
４
月
29
日
㈪
、５
月

　
６
日
㈪
が
休
館
日

吉
田
特
別
支
援
学
校�

体
験
入
学
し
ま
せ
ん
か

日　
時　
９
月
27
日
㈮

　
５
月
28
日
㈫
に
説
明
会
を
実
施
。

対�　
象　
吉
田
特
別
支
援
学
校
へ
の
就

学
を
検
討
し
て
い
る
小
学
６
年
生
と

そ
の
保
護
者

申
込
締
切　
５
月
10
日
㈮

申�

込
み
・
照
会　
吉
田
特
別
支
援
学
校

中
学
部
主
事

　
☎
０
５
４
８
㉓
９
８
７
２

吉
田
特
別
支
援
学
校�

げ
ん
き
っ
こ
教
室
参
加
者

　
特
別
支
援
学
校
で
先
生
や
友
達
と
一

緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。
室
内
で
遊
具
遊

び
な
ど
が
で
き
ま
す
。

日�　
時　
５
月
20
日
㈪　
14
時
30
分
～

15
時
30
分

対�　
象　
吉
田
特
別
支
援
学
校
へ
の
就

学
を
検
討
し
て
い
る
年
長
児
と
そ
の

保
護
者
、
通
園
先
の
先
生

参
加
費　
３
０
０
円
程
度（
保
険
代
）

申
込
締
切　
５
月
７
日
㈫

申�

込
み
・
照
会　
吉
田
特
別
支
援
学
校

小
学
部
地
域
連
携
課

　
☎
０
５
４
８
㉓
９
８
７
２

看
護
の
日
・
看
護
週
間�

記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す

　
「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
」記
念
行
事

を
実
施
し
ま
す
。

日　
時　
５
月
11
日
㈯　
10
時
～
17
時

会�　
場　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
浜
松
志
都
呂 　

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト（
浜
松
市
西
区

志
都
呂
２
丁
目
37
番
１
号
）

実�

施
内
容　
展
示
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

就
業
・
進
路
相
談
、
お
子
さ
ま
企
画

「
白
衣
を
着
て
写
真
撮
影
」な
ど

入
場
料　
無
料

照　
会　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４（
２
０
２
）１
７
６
１

５
月
15
日
同
報
無
線
試
験

J
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り
ま
す

　
全
国
一
斉
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）情
報
伝
達
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
地
震
や
津
波
、
武
力
攻

撃
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
国
か
ら
発
信

さ
れ
る
緊
急
情
報
を
、
確
実
に
伝
え
る

た
め
の
訓
練
で
す
。
訓
練
へ
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

日�　
時　
５
月
15
日
㈬　
11
時
30
分
頃

照　
会　
危
機
管
理
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
９

が
ん
サ
ロ
ン「
な
ご
み
」を

開
催
し
ま
す

　
患
者
や
ご
家
族
が
自
由
に
集
い
、
語

り
合
う
場
で
す
。
医
療
者
に
よ
る
ミ
ニ

レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

日�　
時　
５
月
24
日
㈮　
13
時
30
分
～

15
時
30
分

場�　
所　
磐
田
市
立
総
合
病
院　
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
講
堂（
磐
田

市
大
久
保
５
１
２
︱
３
）

対　
象　
が
ん
患
者
や
家
族

照�　
会　
磐
田
市
立
総
合
病
院　
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
３
８
㊳
５
２
８
６

県
農
業
振
興
基
金
協
会　

助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

対�
象　
農
業
者
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
実

施
す
る
農
業
生
産
技
術
の
改
善
や
新

商
品
開
発
、
販
売
促
進
、
地
域
づ
く

り
活
動
な
ど
の
事
業
で
、４
月
１
日

か
ら
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
に

実
施
す
る
も
の

助
成
金
額　
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

申�

請
方
法　
５
月
上
旬
ま
で
に
申
込
先

へ
申
請
の
意
向
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

込
み
・
照
会　
（
公
社
）静
岡
県
農
業

振
興
基
金
協
会　

　
☎
０
５
４（
２
８
４
）９
５
４
５

２
０
２
０
年
度
採
用
の�

病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
・
募
集
人
数

　
看
護
師 �

 

10
人

　
理
学
療
法
士 �

 

３
人

　
作
業
療
法
士 �

 

２
人

　
言
語
聴
覚
士 �

 

１
人

受�

験
資
格　
有
資
格
者
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
み
の
人

応�

募
期
間　
５
月
24
日
㈮
17
時
ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
必
着

試�

験
日　
６
月
１
日
㈯

　
詳
細
は
、
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
照
会
先
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

照　
会　
病
院
管
理
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
５
１
１

募
　
　
集

５
月
５
日
か
ら
11
日
は

児
童
福
祉
週
間
で
す
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自
衛
官
一
般
幹
部
候
補
生

を
募
集
し
て
い
ま
す

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
一
般
幹
部

候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
要

領
や
資
料
請
求
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
５
月
１
日
㈬

照　
会　
自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部

　
袋
井
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
３
８
�
３
７
１
７

つ
ゆ
ひ
か
り
カ
フ
ェ

２
０
１
９ 

今
年
も
開
催

　

ワ
ン
コ
イ
ン
で
御
前
崎
茶「
つ
ゆ
ひ

か
り
」
と
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
え
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
詳
し
く
は
、
照
会
先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

日　
時　
４
月
27
日
㈯
～
５
月
12
日
㈰

場�　
所　
市
内
外
各
店
舗　
山
カ
フ
ェ
、

天
空
茶
園
～SkyTeaRoom

～
、

カ
フ
ェ『
大
茶
園
』、
カ
フ
ェ
や
ま
あ

り
、
合
亀
カ
フ
ェ
、
ま
る
よ
茶
屋
、

丸
尾
記
念
館
カ
フ
ェ
、
カ
フ
ェ
な
が

し
ま
、
木
育
広
場
︱
も
く
い
く
ひ

ろ
ば
︱
、38's

カ
フ
ェ
、M

U
SU
BI 

C
A
FE

、
な
ご
み
茶
屋
、M

orley's 
cafe

モ
ー
リ
ー
ズ
カ
フ
ェ
、
ビ
ー

チ
グ
ラ
ス BEA

C
H
 G
LA
SS

、
イ

タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
・
マ
ー
レ
な
ど

参
加
費　
５
０
０
円

照　
会　
御
前
崎
市
茶
業
振
興
協
議
会

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
５

第
11
回
ち
び
っ
こ
運
動
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日　
時　
５
月
９
日
㈭　
10
時
10
分
～

集
合
時
間　
10
時（
受
付
９
時
30
分
）

場　
所　
浜
岡
総
合
運
動
場
陸
上
競
技
場

対�　
象　
０
歳
か
ら
の
未
就
園
児
と
保

護
者

申
込
締
切　
４
月
26
日
㈮

※�

当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
期

限
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申�

込
み
・
照
会　
浜
岡
中
央
児
童
館

　
☎
０
５
３
７
�
８
０
６
６

初
ガ
ツ
オ
も
食
べ
ら
れ
る

２
０
１
９
な
ぶ
ら
ま
つ
り

日　
時　
５
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

　
10
時
～
16
時

場　
所　
御
前
崎
海
鮮
な
ぶ
ら
市
場

照　
会　
御
前
崎
ま
ち
づ
く
り
㈱�

�

　
☎
０
５
４
８
�
６
７
８
９

御
前
崎
渚
の
交
番�

Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト

【
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
＆
マ
リ
ン
ク
ラ

フ
ト
作
り
体
験
】

日　
時　
５
月
５
日
㈰
～
６
日
㈪
14
時

　
～
15
時
30
分

場　
所　
御
前
崎
渚
の
交
番

参
加
費　
１
０
０
０
円

照　
会　
御
前
崎
渚
の
交
番

　
☎
０
５
４
８
㉓
９
９
２
７

今
年
で
１
４
５
歳
！　
　

御
前
埼
灯
台
ま
つ
り

日　
時　
５
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

　
９
時
～
16
時

場　
所　
御
前
埼
灯
台

照　
会　
市
観
光
協
会

　
☎
０
５
４
８
�
２
０
０
１

海
上
自
衛
隊
の
軍
艦　
　

掃
海
艇「
え
の
し
ま
」寄
港

　
横
須
賀
港
を
拠
点
に
日
本
の
海
を
守

っ
て
い
る
最
新
鋭
の
掃
海
艇「
え
の
し

ま
」が
、
御
前
崎
港
に
寄
港
し
ま
す
。

日　
時　
５
月
３
日
㈮
、４
日
㈯

　
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
▼
３
日
㈮
10
時
～

　
一
般
公
開
▼
両
日
13
時
～
15
時
30
分

場　
所　
御
前
崎
港　
東
埠
頭

照　
会　
自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
５
４（
２
６
１
）３
１
５
１

帆
船
オ
ー
シ
ャ
ン
プ
リ
ン

セ
ス
号
が
初
寄
港

　
１
９
７
４
年
に
英
国
の
財
閥
に
よ
っ

て
建
造
さ
れ
た
豪
華
ク
ル
ー
ズ
船
が
、

御
前
崎
港
に
初
寄
港
し
ま
す
。

日　
時　
５
月
17
日
㈮
～
18
日
㈯

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
▼
17
日
㈮
19
時
～
21
時

　
船
内
一
般
公
開
▼
18
日
㈯
11
時
～
12

　
時
、
14
時
30
分
～
15
時
30
分

　
ク
ル
ー
ズ
体
験
▼
18
日
㈯
13
時
30
分

　
～
14
時
30
分

※
船
内
一
般
公
開
は
入
場
制
限
が
有
り

　
ま
す（
１
０
０
人
）。
ク
ル
ー
ズ
体
験

　
の
応
募
要
綱
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
し
ま
す
。

場　
所　
御
前
崎
港　
東
埠
頭

照　
会　
御
前
崎
港
客
船
誘
致
協
議
会�

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
４

イ
ベ
ン
ト

お詫びと訂正
広報おまえざき３月号に
誤りがありました。

Ｐ13　消防署白羽出張所
誤　☎０５４８�６８２６
　　　　　　↓
正　☎０５４８�６８２０
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人　口 32,541（－143）
男　 16,505（－61）
女　 16,036（－82）

世帯数 12,110（－11）

（平成31年３月末日現在の速報値）

ウインドサーフィン
の聖地といわれる御前
崎ロングビーチ。世界
ツアーを国内で開催す
るのは１９９３年ぶりのことです。
世界のトップ選手と地元から世界に
挑戦している選手がぶつかる、注目
の大会となりました。

新生活の季節ですね♪私の弟も大
学を卒業し、いよいよ新社会人です。
私はというと人事異動で広報担当を
離れることとなりました…たった１
年ですが、この１年で得られたもの
はかけがえのない大きなものでし
た。皆さんに感謝が尽きません。そ
れぞれの場所で頑張りましょう！�Ｙ

市職員採用試験の日程をお知らせします� 照　会　総務課　☎０５３７�１１３２

●市役所職員

備考

大学・短大卒業程度

高校卒業程度

第１次試験日

７月 28日㈰

９月 22日㈰

７月 28日㈰

９月 22日㈰

申込受付期間

６月３日㈪～ 21日㈮

７月 29日㈪～８月 16日㈮

６月３日㈪～ 21日㈮

７月 29日㈪～８月 16日㈮

試験区分
御前崎市職員採用試験
（大学卒業程度）
御前崎市職員採用試験
（短大・高校卒業程度）

御前崎市職員採用試験
（身体障害者手帳を有する人）

（精神障害者保健福祉手帳を有する人）
（療育手帳を有する人）

●幼稚園教諭・保育士

備考第１次試験日

７月 28日㈰

６月 30日㈰

申込受付期間

６月３日㈪～ 21日㈮

５月 13日㈪～ 31日㈮

試験区分
御前崎市職員採用試験
（大学・短大卒業程度）
御前崎市職員採用試験
（幼保職務経験者）

●消防職員

備考第１次試験日

７月 28日㈰

９月 22日㈰

申込受付期間

６月３日㈪～ 21日㈮

７月 29日㈪～８月 16日㈮

試験区分
御前崎市職員採用試験
（大学卒業程度）
御前崎市職員採用試験
（短大・高校卒業程度）

　平成 31年度御前崎市職員採用試験を次のとおり実施します。募集職種、採用予定者人数など、詳細は５月 10日㈮
に発表します。
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イチゴ �  ３個
８枚切食パン �  １枚
砂糖 �  適量
ホイップクリーム �  20㌘
粉砂糖 �  少々

★市内では、紅ほっぺ、きら
ぴ香、章姫、かおり野、おい
C ベリーの５品種が作られて
います！

材料（１人分）�　　=269kcal
1食パンを麺棒などで薄く伸ばし、

砂糖を満遍なくまぶしてトース
ターでこんがり焼く。耳を切り落
とし、３等分に切り、冷ます。
2イチゴはへたを取り、３等分にす

る。1の食パン２枚に切ったイチ
ゴを三つずつのせ、さらにホイッ
プクリームを塗る。
32の食パンを重ね、一番上に残り

の食パンをのせる。粉砂糖をふり、
イチゴを飾る。

御前崎産いちご
で

　簡単ミルフィ
ーユ

４

田
た

中
なか

三
みつ

葉
は

ちゃん１歳
（白羽区）

塚
つか

本
もと

新
にい

奈
な

ちゃん１歳
（桜ヶ池）

榑
くれ

林
ばやし

凜
りん

太
た

朗
ろう

くん２歳
（佐倉三区）

榑
くれ

林
ばやし

遼
はる

眞
ま

くん１歳
（佐倉二区）

河
かわ

本
もと

紗
すず

奈
な

ちゃん１歳
（佐倉三区）

かわいい笑顔を募集します。

対象：６月生まれ
の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：５月７日㈫、８日

㈬の２日間、８時15
分～17時

（最大８枠。先着順
）

◆申込先：市役所総務
課

�  ☎０５３７�１１３
２

“御前崎をたべ
よう！”

鈴
すず

木
き

琴
こと

葉
は

ちゃん１歳
（東町）

加
か

藤
とう

昂
こう

耀
よう

くん３歳
（合戸）

大
おお

石
いし

 葵
あおい

ちゃん２歳
（中町）

親子で一緒に
  作れて楽しい！


